
(57)【要約】

【課題】０．５ｎｍ以下の波長を有する光の波長の絶対

値を高い分解能で測定することができるマイケルソン型

干渉計及びそれに用いられる結晶分光素子を提供する。

【解決手段】ビームスプリッタ１とビームミキサ４との

間における第１の光ｌ１の光路長は、一定であり、それ

に対して、ビームスプリッタ１とビームミキサ４との間

における第２の光ｌ２の光路長は、可動部５ｂを固定部

５ａの長手方向に移動させることによって可変となる。

可動部５ｂを固定部５ａの長手方向に平行移動し、二つ

の光の光路差を形成する。光路差が光の１波長ずつ増加

するに従って、検出器に１周期のビーム強弱変化が現れ

る。これによって、１０ｃｍ程度の光路差を可動部５ｂ

の平行移動のみで容易に実現でき、高い波長分解能を容

易に実現できる。また、波長を正確に設定することによ

って、０．５ｎｍ以下の不変の波長を基準にして微小な

変位を測定することができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ０ ． ５ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 を 有 す る 光 を 第 １ 及 び 第 ２ の 光 に 分 離 す る 光 分 離 手 段 と 、
　 こ れ ら 第 １ 及 び 第 ２ の 光 を 重 ね 合 わ せ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 干 渉 光 を 発 生 す る 干 渉 光 発 生
手 段 と 、
　 前 記 光 分 離 手 段 と 前 記 干 渉 光 発 生 手 段 と の 間 で 、 前 記 第 １ の 光 の 光 路 長 を 一 定 に す る と
と も に 、 前 記 第 ２ の 光 の 光 路 長 を 平 行 移 動 で 以 っ て 可 変 に す る 光 路 長 形 成 手 段 と を 具 え る
こ と を 特 徴 と す る マ イ ケ ル ソ ン 型 干 渉 計 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 光 路 長 形 成 手 段 が 、 固 定 部 及 び そ の 固 定 部 に 対 し て 相 対 移 動 す る 可 動 部 か ら 構 成 さ
れ た 結 晶 分 光 素 子 を 有 し 、
　 前 記 固 定 部 が 、
　 前 記 光 分 離 手 段 に よ っ て 分 離 さ れ た 第 １ の 光 を 反 射 す る 第 １ 反 射 面 と 、
　 そ の 第 １ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 １ の 光 を 反 射 す る 第 ２ 反 射 面 と 、
　 そ の 第 ２ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 ３ 反 射 面 と 、
　 そ の 第 ３ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 １ の 光 を 反 射 す る 第 ４ 反 射 面 と 、
　 前 記 光 分 離 手 段 に よ っ て 分 離 さ れ た 第 ２ の 光 を 反 射 す る 第 ５ 反 射 面 と 、
　 前 記 第 ２ の 光 を 前 記 干 渉 光 発 生 手 段 に 向 か っ て 反 射 す る 第 ６ 反 射 面 と を 有 し 、
　 前 記 可 動 部 が 、
　 前 記 固 定 部 の 第 １ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 ２ の 光 を 反 射 す る 第 １ 反 射 面 と 、
　 そ の 第 １ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 ２ の 光 を 前 記 固 定 部 の 第 ６ 反 射 面 に 向 か っ て 反 射
す る 第 ２ 反 射 面 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の マ イ ケ ル ソ ン 型 干 渉 計 。
【 請 求 項 ３ 】
　 固 定 部 及 び そ の 固 定 部 に 対 し て 相 対 平 行 移 動 す る 可 動 部 か ら 構 成 さ れ 、
　 前 記 固 定 部 が 、
　 第 １ の 光 を 反 射 す る 第 １ 反 射 面 と 、
　 そ の 第 １ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 １ の 光 を 反 射 す る 第 ２ 反 射 面 と 、
　 そ の 第 ２ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 ３ 反 射 面 と 、
　 そ の 第 ３ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 １ の 光 を 反 射 す る 第 ４ 反 射 面 と 、
　 前 記 光 分 離 手 段 に よ っ て 分 離 さ れ た 第 ２ の 光 を 反 射 す る 第 ５ 反 射 面 と 、
　 前 記 第 ２ の 光 を 反 射 す る 第 ６ 反 射 面 と を 有 し 、
　 前 記 可 動 部 が 、
　 前 記 固 定 部 の 第 １ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 ２ の 光 を 反 射 す る 第 １ 反 射 面 と 、
　 そ の 第 １ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 ２ の 光 を 前 記 固 定 部 の 第 ６ 反 射 面 に 向 か っ て 反 射
す る 第 ２ 反 射 面 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 結 晶 分 光 素 子 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ０ ． ５ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 を 有 す る 光 （ 例 え ば 、 Ｘ 線 ） の 波 長 を 測 定 す る マ イ ケ
ル ソ ン 型 干 渉 計 及 び そ れ に 用 い ら れ る 結 晶 分 光 素 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 干 渉 計 と し て 、 波 長 に 対 し て あ ま り 敏 感 に な ら ず に 光 路 差 に よ る 位 相 コ ン ト ラ ス
ト を 作 り 出 す タ イ プ （ 例 え ば 、 マ ッ ハ ・ ツ ェ ン ダ ー 干 渉 計 ） と 、 波 長 差 の 僅 か な 変 化 に よ
っ て 光 路 差 を 生 じ 、 位 相 コ ン ト ラ ス ト を 作 り 出 す タ イ プ （ 例 え ば 、 マ イ ケ ル ソ ン 型 干 渉 計
） と が あ り 、 一 般 的 に は 可 視 光 に 対 し て 適 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 波 長 測 定 の 原 理 は 、 干 渉 計 内 で 形 成 さ れ る 光 路 差 と 光 波 長 と の 比 の 変 化 に 伴 う 光 強 度 の
変 化 の 検 出 に あ る 。 光 路 差 の 変 化 は 、 ２ 光 路 を 通 る 光 の 位 相 変 化 を も た ら し 、 干 渉 計 の 出
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力 強 度 に ｃ ｏ ｓ 関 数 の よ う な 強 度 変 化 が 生 じ る 。 ２ 周 期 分 の 強 度 変 化 が 検 出 さ れ る と 、 光
路 差 に は １ 波 長 分 の 変 化 が あ っ た こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 波 長 測 定 の 精 度 を 上 げ る た め に は 、 干 渉 計 内 の 光 路 差 を 長 く し 、 強 度 変 化 の 周 期 を 増 加
す る 必 要 が あ る 。 波 長 の 分 解 能 は 、 波 長 と 光 路 差 と の 比 に 等 し く な る こ と が わ か る が 、 分
解 能 が 高 く な る か 否 か は 、 測 定 対 象 た る 単 色 光 の 単 色 性 と 、 測 定 装 置 で 作 り う る 光 路 差 と
に 依 存 す る 。 例 え ば 、 ５ ０ ０ ｎ ｍ の 緑 色 波 長 に 対 し て ５ ０ ０ ｍ の 光 路 差 を つ け る と 、 １ ０
－ ９ の 分 解 能 を 達 成 す る こ と が で き 、 干 渉 強 度 の １ ／ １ ０ ０ ０ の 変 化 を 検 出 で き る 波 長 分
割 技 術 を 利 用 で き る 場 合 に は 、 ０ ． ５ ｍ の 光 路 差 を つ け る と 、 １ ０ － ９ の 分 解 能 を 達 成 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 可 視 光 の １ ／ ５ ０ ０ ０ 程 度 の 波 長 す な わ ち ０ ． ５ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 を 有 す る 光 （ 例 え ば 、
Ｘ 線 ） の 波 長 を 測 定 す る た め に 、 結 晶 の 回 折 現 象 を 利 用 し た マ イ ケ ル ソ ン 型 干 渉 計 が 提 案
さ れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 Appel et al, “ Michelson Interferometer for X Rays and Thermal N
eutrons” , PHYSICAL REVIEW LETTERS, 23 SEPTEMBER 1991, NUMBER 13, pp.1673 - 1676
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 非 特 許 文 献 １ に お い て 提 案 さ れ た マ イ ケ ル ソ ン 型 干 渉 計 で は 、 結 晶 の 回 転 に よ っ て
光 路 差 を 形 成 し て い る の で 、 光 軸 に 横 滑 り が 生 じ 、 干 渉 計 が 干 渉 で き る 幾 何 学 的 条 件 か ら
外 れ る よ う に な る 。 す な わ ち 、 光 路 差 が 僅 か で あ る た め に 、 分 解 能 を 高 め る の が 困 難 に な
る 。 上 記 非 特 許 文 献 １ に よ れ ば 、 数 ミ ク ロ ン の 光 路 差 が 形 成 さ れ た こ と が 報 告 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 上 記 非 特 許 文 献 １ に お い て 提 案 さ れ た マ イ ケ ル ソ ン 型 干 渉 計 で は 、 結 晶 の 回 転 に
よ っ て 光 路 差 が 形 成 さ れ る た め に 、 光 路 差 は 、 直 接 的 な 長 さ と し て 測 定 さ れ な い 。 し た が
っ て 、 波 長 の 絶 対 値 に よ ら ず に 波 長 分 散 を 得 ら れ る が 、 波 長 の 絶 対 値 を 測 定 す る こ と が で
き な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 ０ ． ５ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 を 有 す る 光 の 波 長 の 絶 対 値 を 高 い 分 解 能 で 測 定
す る こ と が で き る マ イ ケ ル ソ ン 型 干 渉 計 及 び そ れ に 用 い ら れ る 結 晶 分 光 素 子 を 提 供 す る こ
と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る マ イ ケ ル ソ ン 型 干 渉 計 は 、
　 ０ ． ５ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 を 有 す る 光 を 第 １ 及 び 第 ２ の 光 に 分 離 す る 光 分 離 手 段 と 、
　 こ れ ら 第 １ 及 び 第 ２ の 光 を 重 ね 合 わ せ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 干 渉 光 を 発 生 す る 干 渉 光 発 生
手 段 と 、
　 前 記 光 分 離 手 段 と 前 記 干 渉 光 発 生 手 段 と の 間 で 、 前 記 第 １ の 光 の 光 路 長 を 一 定 に す る と
と も に 、 前 記 第 ２ の 光 の 光 路 長 を 平 行 移 動 で 以 っ て 可 変 に す る 光 路 長 形 成 手 段 と を 具 え る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 結 晶 分 光 素 子 は 、
　 固 定 部 及 び そ の 固 定 部 に 対 し て 相 対 平 行 移 動 す る 可 動 部 か ら 構 成 さ れ 、
　 前 記 固 定 部 が 、
　 第 １ の 光 を 反 射 す る 第 １ 反 射 面 と 、
　 そ の 第 １ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 １ の 光 を 反 射 す る 第 ２ 反 射 面 と 、
　 そ の 第 ２ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 ３ 反 射 面 と 、
　 そ の 第 ３ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 １ の 光 を 反 射 す る 第 ４ 反 射 面 と 、

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-10640 A 2006.1.12



　 前 記 光 分 離 手 段 に よ っ て 分 離 さ れ た 第 ２ の 光 を 反 射 す る 第 ５ 反 射 面 と 、
　 前 記 第 ２ の 光 を 反 射 す る 第 ６ 反 射 面 と を 有 し 、
　 前 記 可 動 部 が 、
　 前 記 固 定 部 の 第 １ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 ２ の 光 を 反 射 す る 第 １ 反 射 面 と 、
　 そ の 第 １ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 ２ の 光 を 前 記 固 定 部 の 第 ６ 反 射 面 に 向 か っ て 反 射
す る 第 ２ 反 射 面 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ る マ イ ケ ル ソ ン 型 干 渉 計 に よ れ ば 、 光 分 離 手 段 に よ っ て 、 ０ ． ５ ｎ ｍ 以 下 の
波 長 を 有 す る 光 を 第 １ 及 び 第 ２ の 光 に 分 離 し 、 干 渉 光 発 生 手 段 に よ っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の
光 を 重 ね 合 わ せ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 干 渉 光 を 発 生 す る 際 に 、 光 分 離 手 段 と 干 渉 光 発 生 手 段
と の 間 で 、 第 １ の 光 の 光 路 長 を 一 定 に す る と と も に 、 第 ２ の 光 の 光 路 長 を 可 変 に す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に 第 １ の 光 の 光 路 長 を 一 定 に す る と と も に 、 第 ２ の 光 の 光 路 長 を 可 変 に す る こ
と に よ っ て 、 十 分 な 光 路 差 を 、 結 晶 の 回 転 で は な く 長 さ に よ っ て 直 接 表 す こ と が で き 、 そ
の 結 果 、 ０ ． ５ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 を 有 す る 光 の 波 長 の 絶 対 値 を 高 い 分 解 能 で 測 定 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 十 分 な 光 路 差 を 、 結 晶 の 回 転 で は な く 長 さ に よ っ て 直 接 表 す こ と が で き る よ う に す る た
め に 、 好 適 に は 、 前 記 光 路 長 形 成 手 段 が 、 固 定 部 及 び そ の 固 定 部 に 対 し て 相 対 移 動 す る 可
動 部 か ら 構 成 さ れ た 結 晶 分 光 素 子 を 有 し 、
　 前 記 固 定 部 が 、
　 前 記 光 分 離 手 段 に よ っ て 分 離 さ れ た 第 １ の 光 を 反 射 す る 第 １ 反 射 面 と 、
　 そ の 第 １ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 １ の 光 を 反 射 す る 第 ２ 反 射 面 と 、
　 そ の 第 ２ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 ３ 反 射 面 と 、
　 そ の 第 ３ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 １ の 光 を 反 射 す る 第 ４ 反 射 面 と 、
　 前 記 光 分 離 手 段 に よ っ て 分 離 さ れ た 第 ２ の 光 を 反 射 す る 第 ５ 反 射 面 と 、
　 前 記 第 ２ の 光 を 前 記 干 渉 光 発 生 手 段 に 向 か っ て 反 射 す る 第 ６ 反 射 面 と を 有 し 、
　 前 記 可 動 部 が 、
　 前 記 固 定 部 の 第 １ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 ２ の 光 を 反 射 す る 第 １ 反 射 面 と 、
　 そ の 第 １ 反 射 面 に よ っ て 反 射 さ れ た 第 ２ の 光 を 前 記 固 定 部 の 第 ６ 反 射 面 に 向 か っ て 反 射
す る 第 ２ 反 射 面 と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 結 晶 分 光 素 子 に よ れ ば 、 ０ ． ５ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 を 有 す る 光 の 波 長 の 絶 対 値
を 高 い 分 解 能 で 測 定 す る こ と が で き る マ イ ケ ル ソ ン 型 干 渉 計 を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ る マ イ ケ ル ソ ン 型 干 渉 計 及 び そ れ に 用 い ら れ る 結 晶 分 光 素 子 の 実 施 の 形 態 を
、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 に よ る マ イ ケ ル ソ ン 型 干 渉 計 の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。 こ の マ イ ケ
ル ソ ン 型 干 渉 計 は 、 ビ ー ム ス プ リ ッ タ １ と 、 ミ ラ ー ２ ， ３ と 、 ビ ー ム ミ キ サ ４ と 、 シ リ コ
ン 結 晶 に よ っ て 構 成 さ れ た 結 晶 分 光 素 子 ５ と を 具 え る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 結 晶 分 光 素 子 ５ は 、 固 定 部 ５ ａ 及 び 固 定 部 ５ ａ の 長 手 方 向 に 平 行 移 動 す る 可 動 部 ５ ｂ か
ら 構 成 さ れ 、 固 定 部 ５ ａ は 反 射 面 ５ ａ － １ ～ ５ ａ ～ ６ を 有 し 、 可 動 部 ５ ｂ は 反 射 面 ５ ｂ －
１ ， ５ ｂ － ２ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 動 作 を 説 明 す る 。 ビ ー ム ス プ リ ッ タ １ は 、 ０ ． ５ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 を 有 す
る 光 Ｌ （ 例 え ば 、 Ｘ 線 ） を 第 １ 及 び 第 ２ の 光 ｌ １ ， ｌ ２ に 分 離 す る 。 ミ ラ ー ２ ， ３ は 、 ビ
ー ム ミ キ サ ４ で 重 ね 合 う よ う 第 １ 及 び 第 ２ の 光 ｌ １ ， ｌ ２ を 導 く 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ の 光 ｌ １ は 、 ミ ラ ー ３ に よ っ て 結 晶 分 光 素 子 ５ に 導 か れ 、 反 射 面 ５ ａ － １ ， ５ ａ －
２ ， ５ ａ － ３ ， ５ ａ － ４ で ４ 回 反 射 が 行 わ れ た 後 に ビ ー ム ミ キ サ ４ に 出 射 さ れ 、 第 ２ の 光
ｌ ２ は 、 反 射 面 ５ ａ － ５ ， ５ ｂ － １ ， ５ ｂ － ２ ， ５ ａ － ６ で ４ 回 反 射 が 行 わ れ た 後 に ミ ラ
ー ３ を 通 じ て ビ ー ム ミ キ サ ４ に 出 射 さ れ る 。 な お 、 反 射 面 ５ ａ － １ ， ５ ａ － ２ ， ５ ａ － ３
， ５ ａ － ４ を 通 じ て 結 晶 分 光 素 子 ５ を 通 過 で き る 第 １ の 光 ｌ １ 及 び 反 射 面 ５ ａ － ５ ， ５ ｂ
－ １ ， ５ ｂ － ２ ， ５ ａ － ６ を 通 じ て 結 晶 分 光 素 子 ５ を 通 過 で き る 第 ２ の 光 ｌ ２ は そ れ ぞ れ
、 特 定 の 波 長 及 び 数 ｐ ｐ ｍ 程 度 の バ ン ド 幅 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ビ ー ム ミ キ サ ４ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 光 ｌ １ ， ｌ ２ か ら 第 １ 及 び 第 ２ の 干 渉 光 ｉ １ ， ｉ ２
を 発 生 し 、 第 １ の 干 渉 光 ｉ １ を 検 出 器 （ 図 示 せ ず ） に 出 射 す る 。 ビ ー ム ス プ リ ッ タ １ と ビ
ー ム ミ キ サ ４ と の 間 に お け る 第 １ の 光 ｌ １ の 光 路 長 は 、 一 定 で あ り 、 そ れ に 対 し て 、 ビ ー
ム ス プ リ ッ タ １ と ビ ー ム ミ キ サ ４ と の 間 に お け る 第 ２ の 光 ｌ ２ の 光 路 長 は 、 可 動 部 ５ ｂ を
固 定 部 ５ ａ の 長 手 方 向 に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 可 変 と な る 。 な お 、 第 １ の 光 ｌ １ が 通 過
す る 固 定 部 ５ ａ の 反 射 面 ５ ａ － １ ， ５ ａ － ２ ， ５ ａ － ３ ， ５ ａ － ４ の 部 分 は 、 第 １ の 光 ｌ
１ と 第 ２ の 光 ｌ ２ の 光 路 差 を 零 に す る こ と が で き る た め 、 光 路 長 補 償 の 機 能 を 果 た す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 所 定 の 波 長 の 光 が 通 過 す る よ う に 、 図 １ の マ イ ケ ル ソ ン 型 干 渉 計 を 調 整 し 、 干 渉 ビ ー ム
が 得 ら れ て い る こ と を 確 認 す る と 、 可 動 部 ５ ｂ を 固 定 部 ５ ａ の 長 手 方 向 に 平 行 移 動 し 、 二
つ の 光 の 光 路 差 を 形 成 す る 。 光 路 差 が 光 の １ 波 長 ず つ 増 加 す る に 従 っ て 、 検 出 器 （ 図 示 せ
ず ） に １ 周 期 の ビ ー ム 強 弱 変 化 が 現 れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ Ａ に 示 す 状 態 の 可 動 部 ５ ｂ を 、 か ら 固 定 部 ５ ａ の 長 手 方 向 に 距 離 Ｄ だ け 平 行 移 動 す
る と （ 図 ２ Ｂ 参 照 ） す る と 、 回 折 角 が θ の 場 合 に は 、 光 路 差 Δ Ｌ は 、 ２ Ｄ ｓ ｉ ｎ ２ θ と な
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 分 解 能 が 結 晶 分 光 素 子 ５ の 回 折 格 子 数 に 依 存 せ ず に 入 射 光 の 波
長 及 び 光 路 差 の 比 で 決 定 さ れ 、 ０ ． １ ｎ ｍ の Ｘ 線 波 長 に 対 し て 、 １ ｃ ｍ の 光 路 差 を 形 成 す
る こ と に よ っ て 、 １ × １ ０ － ８ 以 下 の 分 解 能 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 し た が っ て 、 １ ０ ｃ ｍ 程 度 の 光 路 差 を 可 動 部 ５ ｂ の 平 行 移 動 の み で 容 易 に 実 現 で き 、 こ
の こ と は 、 高 い 波 長 分 解 能 を 容 易 に 実 現 で き る こ と を 意 味 す る 。 ま た 、 波 長 を 正 確 に 設 定
す る こ と に よ っ て 、 ０ ． ５ ｎ ｍ 以 下 の 不 変 の 波 長 を 基 準 に し て 微 小 な 変 位 を 測 定 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 幾 多 の 変 更 及 び 変 形 が 可 能 で あ
る 。
　 例 え ば 、 上 記 実 施 の 形 態 に お い て 、 シ リ コ ン 結 晶 で 構 成 し た 結 晶 分 光 素 子 に つ い て 説 明
し た が 、 シ リ コ ン 以 外 の 他 の 結 晶 材 料 で 結 晶 分 光 素 子 を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 線 幅 の 狭 い γ 線 の 超 精 密 波 長 測 定 が で き 、 Ｘ 線 波 長 の 新 し い 基 準 を 確
立 す る こ と が で き る 。 ま た 、 物 理 学 基 礎 定 数 の 精 密 計 測 及 び そ の 関 連 装 置 や 、 ｆ ｍ 又 は ａ
ｍ 域 の エ ン コ ー ダ に 本 発 明 を 適 用 す る こ と が で き る 。 本 発 明 に よ っ て 、 超 高 感 度 な Ｘ 線 干
渉 技 術 を 利 用 し て 、 精 密 制 御 技 術 の 新 し い フ ロ ン テ ィ ア を 開 拓 す る こ と が で き る 。 さ ら に
、 Ｘ 線 干 渉 を 利 用 し て い る た め 、 振 動 に 対 す る 感 度 が 良 く 、 極 微 小 な 振 動 を 測 定 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る マ イ ケ ル ソ ン 型 干 渉 計 の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の マ イ ケ ル ソ ン 型 干 渉 計 の 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ 　 ビ ー ム ス プ リ ッ タ
　 ２ ， ３ 　 ミ ラ ー
　 ４ 　 ビ ー ム ミ キ サ
　 ５ 　 結 晶 分 光 素 子
　 ５ ａ 　 固 定 部
　 ５ ｂ 　 可 動 部
　 ５ ａ － １ ， ５ ａ － ２ ， ５ ａ － ３ ， ５ ａ － ４ ， ５ ａ － ５ ， ５ ａ － ６ ， ５ ｂ － １ ， ５ ｂ － ２
　 反 射 面
　 Ｌ 　 光
　 ｌ １ 　 第 １ の 光
　 ｌ ２ 　 第 ２ の 光
　 ｉ １ 　 第 １ の 干 渉 光
　 ｉ ２ 　 第 ２ の 干 渉 光
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